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はじめに

本ガイドは、日本企業がオフショア開発を効果的に活用するための包括的な情報を

提供することを目的としています。特に「オフショアを使っているようで使ってい

ないように見せる」高度な開発体制の構築方法や、日本側での仕様固め・海外での

開発という最適な役割分担について詳しく解説しています。

2025年の最新トレンドとベストプラクティスを踏まえ、システム開発やAI開発に

取り組む企業の皆様に、オフショア開発の真の価値を理解していただくための内容

となっています。
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第1章 オフショア開発の基礎と2025年の市場動向

1.1 オフショア開発とは

オフショア開発とは、自国以外の海外の企業や拠点にソフトウェア開発を委託する

ことを指します。主に人件費の削減、人材確保、開発スピードの向上などを目的と

して活用されています。

しかし、現代のオフショア開発は単なるコスト削減手段ではなく、グローバルな人

材活用と技術革新を促進する戦略的アプローチへと進化しています。特に日本企業

にとっては、深刻な IT 人材不足を補う重要な選択肢となっています。

1.2 オフショア開発の種類と特徴

オフショア開発には主に以下の種類があります：

1. 純粋なオフショア開発 - 海外の開発会社に直接委託 - メリット：コスト削減効果

が最大 - デメリット：コミュニケーションや品質管理の課題が大きい

2. ブリッジ型オフショア開発 - 日本国内の窓口企業を介して海外開発会社と連携 -

メリット：コミュニケーションの円滑化、リスク軽減 - デメリット：中間コストの

発生

3. ラボ型オフショア開発 - 海外に自社専属の開発チームを設置 - メリット：長期的

な関係構築、ノウハウの蓄積 - デメリット：初期投資と運営コストが高い

4. ハイブリッド型オフショア開発（LandBridge方式） -  日本側で仕様固め、海

外で開発実行という明確な役割分担 - メリット：「オフショアを使っているようで

使っていないように見せる」シームレスな連携 - デメリット：高度なマネジメント

体制が必要

1.3 2025年のオフショア開発市場動向

2025年のオフショア開発市場は以下のトレンドが顕著になると予測されていま

す：

1. 市場規模の拡大 - グローバルIT市場におけるオフショア開発の割合は2025年ま

でに35%に拡大 - 日本企業のオフショア開発支出は年間15%の成長率で増加
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2.  地域的変化 -  ベトナムが日本企業にとって最重要オフショア拠点として台頭  -

インド、フィリピン、東欧諸国も引き続き重要な役割を担う

3.  技術トレンド -  AIと機械学習の活用によるオフショア開発プロセスの効率化  -

ローコード/ノーコード開発の普及によるオフショア開発の役割変化  -  クラウドネ

イティブ開発とDevOpsの標準化

4.  ビジネスモデルの進化 -  単純な人月型契約からアウトカムベースの契約への移

行 - 戦略的パートナーシップの重要性の高まり - リモートワークとハイブリッドモ

デルの定着

1.4 日本企業とオフショア開発

日本企業のオフショア開発活用状況には以下の特徴があります：

1. 現状と課題 - IT人材不足の深刻化（2025年には約43万人の不足と予測） - デジ

タルトランスフォーメーション（DX）の加速による開発需要の増加  -  言語・文化

の壁によるコミュニケーション課題

2. 成功事例の特徴 - 明確な役割分担（日本側：要件定義・設計、海外側：開発・テ

スト） - 強力なブリッジ人材の配置 - 段階的な導入と継続的な改善

3.  今後の展望 -  オフショア開発の戦略的活用（コスト削減だけでなく価値創造

へ） - 日本企業の強みと海外リソースの融合による競争力強化 - グローバル人材の

育成と活用

1.5 2025年に向けた準備

2025年のオフショア開発環境に適応するために日本企業が取るべきアクションは

以下の通りです：

1. 組織体制の整備 - オフショア開発を前提とした開発プロセスの確立  - グローバ

ルに通用するドキュメント作成・コミュニケーション方法の標準化 - 社内人材のグ

ローバル対応力強化

2. 技術戦略の見直し - クラウドネイティブ技術の採用 - AI/ML技術の積極的導入 -

セキュリティ対策の強化
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3. パートナー選定の最適化 - 自社の開発スタイルに合ったパートナー選び - 長期的

な関係構築を視野に入れた選定基準の確立 - 複数パートナー戦略の検討

第2章 オフショア開発の国別比較

2.1 主要オフショア開発国の概要

2025年における主要オフショア開発国の特徴を比較します：

1. ベトナム - 人口：約1億人（2025年予測） - IT人材：約65万人（年間約5万人の

新卒IT人材） - 平均年齢：32歳 - 特徴：日本との親和性が高く、勤勉で定着率が良

い - 日本語対応：中〜高（日本語学習者数が増加傾向）

2. インド - 人口：約14.5億人（2025年予測） - IT人材：約500万人（世界最大規

模） - 平均年齢：29歳 - 特徴：高度な技術力、英語力、大規模開発の経験 - 日本語

対応：低（一部の企業で日本語対応強化の動き）

3.  フィリピン -  人口：約1.2億人（2025年予測）  -  IT人材：約25万人  -  平均年

齢：26歳 - 特徴：英語力が高く、コミュニケーション能力に優れる - 日本語対応：

低〜中（日本向けBPO経験者の増加）

4. 中国 - 人口：約14億人（2025年予測） - IT人材：約600万人 - 平均年齢：38歳

-  特徴：高度な技術力、大規模プロジェクト経験、国内市場の成長  -  日本語対応：

中（日本語人材の減少傾向）

5.  東欧諸国（ポーランド、ウクライナ、ルーマニアなど） -  IT人材：約100万人

（地域全体）  -  特徴：高品質、西欧との文化的近さ、専門技術の高さ  -  日本語対

応：低（英語経由のコミュニケーションが基本）

2.2 ベトナムオフショア開発の優位性

日本企業にとってのベトナムの優位性は以下の点にあります：

1. 文化的親和性 - 儒教文化圏に属し、日本文化との親和性が高い - 礼儀正しさ、勤

勉さ、チームワークを重視する価値観 - 細部へのこだわりと品質意識の高さ
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2. 人材の質と量 - 理数系教育の充実と若年層の高い教育熱 - IT分野への政府の積極

投資 - 年間約5万人のIT人材を輩出

3. 地理的・時差的メリット - 日本との時差が2時間と少ない - 直行便で約6時間と

比較的アクセスが良い - 同じアジア圏内での連携のしやすさ

4. コスト競争力 - インドと比較して約80%、日本と比較して約30%のコスト - 安

定した経済成長と政治的安定性 - 2025年以降も競争力のある人件費水準を維持する

見込み

5. 日本語対応力 - 日本語学習者の増加（2025年には約8万人と予測） - 日本企業の

進出増加に伴う日本語人材の育成 - 日越両国政府による人材交流プログラムの拡充

2.3 国別比較：技術スキルマトリックス

各国のIT技術領域における強みを5段階で評価します（5が最高評価）：

技術領域 ベトナム インド フィリピン 中国 東欧

Webアプリケーション開発 4 5 4 5 4

モバイルアプリ開発 4 5 4 5 4

AI/機械学習 3 5 2 5 4

ブロックチェーン 3 4 2 5 4

IoT開発 3 4 2 5 4

レガシーシステム対応 4 5 3 4 3

UI/UXデザイン 4 3 4 4 5

QAテスト 5 4 5 4 4

DevOps 3 5 3 4 5

2.4 国別比較：ビジネス要素マトリックス

ビジネス面での各国の特性を5段階で評価します（5が最高評価）：
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ビジネス要素 ベトナム インド フィリピン 中国 東欧

コスト効率 4 5 4 3 2

日本語対応力 4 2 2 3 1

文化的親和性 5 2 3 3 2

時差の利便性 5 3 4 5 2

人材の安定性 4 2 3 3 3

知的財産保護 3 3 3 2 4

政治的安定性 4 4 3 3 3

英語対応力 3 5 5 3 4

大規模開発能力 3 5 3 5 4

2.5 日本企業に最適な国選択のフレームワーク

プロジェクトの特性に応じた最適な国選択のためのフレームワークを提供します：

1.  プロジェクト規模による選択 -  小〜中規模プロジェクト：ベトナム、フィリピ

ン - 大規模プロジェクト：インド、中国 - 高度な専門性が必要なプロジェクト：イ

ンド、東欧

2. 開発領域による選択 - 業務システム開発：ベトナム、インド - モバイルアプリ

開発：ベトナム、インド、中国 - AI/先端技術開発：インド、中国、東欧 - レガシー

システム保守：ベトナム、インド

3.  コミュニケーション要件による選択 -  日本語コミュニケーションが重要：ベト

ナム - 英語コミュニケーションが可能：インド、フィリピン、東欧 - 頻繁な対面コ

ミュニケーションが必要：ベトナム、中国

4. LandBridge方式に最適な国 -  日本側で仕様固め、海外で開発実行という役割

分担に最適：ベトナム  -  理由：文化的親和性、時差の少なさ、日本語対応力の向

上、コスト効率の良さ

2025年版 オフショア開発完全ガイド

7



2.6 ハイブリッド・マルチロケーション戦略

2025年に向けた先進的アプローチとして、複数国の強みを組み合わせるハイブ

リッド戦略を紹介します：

1. 役割分担型マルチロケーション - 日本：要件定義、設計、プロジェクト管理 - ベ

トナム：開発、単体テスト、結合テスト  -  インド/東欧：AI開発、先端技術研究  -

フィリピン：QAテスト、ドキュメント作成

2. 時間帯活用型マルチロケーション -  「フォロー・ザ・サン」モデルによる24時

間開発体制  -  日本→ベトナム→インド/東欧→米国→日本の連携  -  開発スピードの大

幅な向上が可能

3.  リスク分散型マルチロケーション -  地政学的リスク、為替リスク、人材確保リ

スクの分散 - 複数国に開発拠点を分散配置 - 災害時のBCP対策としても有効

第3章 オフショア開発のコスト分析

3.1 オフショア開発コストの全体像

オフショア開発のコスト構造は以下の4つの要素から構成されます：

1.  直接コスト -  人件費（開発者、PM、QA等の給与）  -  インフラコスト（サー

バー、開発環境等） - ツールライセンス費

2. 間接コスト - コミュニケーションコスト（通訳、翻訳、出張費）  - マネジメン

トコスト（日本側の管理工数） - 品質管理コスト（追加テスト、修正対応）

3. 隠れたコスト -  生産性の差によるコスト  -  要件の誤解によるやり直しコスト  -

知識移転コスト

4. リスク関連コスト - 為替変動リスク - 地政学的リスク - 人材流動性リスク
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3.2 国別・地域別のコスト比較

2025年における主要オフショア開発国のコスト比較（日本を100とした場合の相

対値）：

1. 人件費比較（エンジニアレベル別）

国/地域 ジュニア ミドル シニア アーキテクト

日本 100 100 100 100

ベトナム 25-30 30-35 35-40 40-50

インド 20-25 25-30 30-40 40-60

フィリピン 25-30 30-35 35-45 45-55

中国 40-50 50-60 60-70 70-80

東欧 50-60 60-70 70-80 80-90

2. 総合コスト比較（直接・間接コスト含む）

国/地域 相対コスト 特記事項

日本 100 基準値

ベトナム 40-50 日本語対応力向上で間接コスト低減傾向

インド 35-45 大規模開発での規模の経済が効く

フィリピン 45-55 英語力の高さでコミュニケーションコスト低減

中国 60-70 人件費上昇が継続

東欧 70-80 高品質だが高コスト
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3.3 LandBridge方式によるコスト最適化

「オフショアを使っているようで使っていないように見せる」LandBridge方式の

コスト最適化効果：

1. 役割分担の最適化によるコスト削減 - 日本側：要件定義・設計（高付加価値業務

に集中） - ベトナム側：開発・テスト（コスト効率の良い業務に集中） - 結果：全

体で約40%のコスト削減を実現

2. コミュニケーションコストの削減 -  ブリッジSEの戦略的配置による誤解の減少

- 標準化された仕様書・設計書の活用 - 結果：やり直し工数の約60%削減

3. 品質コストの削減 - 日本品質の要求を明確化 - ベトナム側での品質管理プロセス

の確立 - 結果：品質管理コストの約30%削減

4. 長期的なコスト削減効果 - ナレッジの蓄積による生産性向上 - チーム安定化によ

る離職率低下 - 結果：年間約5-10%の継続的コスト効率化

3.4 コスト削減効果の実際

プロジェクトタイプ別のコスト削減率（実績ベース）：

1. 新規開発プロジェクト - 中規模Webアプリケーション開発：約40-50%削減 - 大

規模基幹システム開発：約30-40%削減  -  モバイルアプリケーション開発：約

50-60%削減

2. 保守・運用プロジェクト - レガシーシステム保守：約40-50%削減  - 24時間運

用監視：約60-70%削減 - 定期的な機能拡張：約40-50%削減

3. 先端技術開発プロジェクト - AI/機械学習開発：約30-40%削減 - IoTシステム開

発：約35-45%削減 - ブロックチェーン開発：約30-40%削減

3.5 総所有コスト（TCO）分析

オフショア開発の真のコスト効果を測定するためのTCO分析フレームワーク：

1. TCO計算の要素 - 初期投資コスト（環境構築、知識移転等）  - 運用コスト（人

件費、インフラ、ツール等）  -  間接コスト（コミュニケーション、マネジメント
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等） - リスク対応コスト（品質問題、納期遅延等の対応） - 撤退/移行コスト（契約

終了時のコスト）

2. TCO削減のためのベストプラクティス - 長期的パートナーシップの構築 - 標準

化されたプロセスとツールの導入 - 段階的なオフショア移行 - 適切なガバナンスモ

デルの確立

3.  LandBridge方式によるTCO最適化事例 -  金融機関の基幹システム開発：5年

間のTCOで約45%削減  -  製造業の業務システム開発：3年間のTCOで約50%削減  -

小売業のECサイト開発・運用：4年間のTCOで約55%削減

3.6 将来のコスト動向予測

2025年から2030年にかけてのオフショア開発コスト動向予測：

1. 人件費上昇率予測 - ベトナム：年間約8-10%上昇 - インド：年間約6-8%上昇 -

フィリピン：年間約7-9%上昇 - 中国：年間約10-12%上昇 - 東欧：年間約5-7%上

昇

2. コスト上昇を相殺する要因 - 自動化・AI活用による生産性向上 - リモートワーク

の定着によるオフィスコスト削減 - クラウドネイティブ開発によるインフラコスト

最適化

3. 2030年に向けたコスト戦略 - 高付加価値業務への集中 - 継続的な自動化・効率

化投資 - 複数国活用によるリスク分散とコスト最適化

第4章 オフショア開発のリスクと対策

4.1 オフショア開発のリスク分類

オフショア開発に伴う主要リスクを5つのカテゴリに分類します：

1. コミュニケーションリスク - 言語の壁による誤解 - 文化的差異による認識のず

れ - 時差によるコミュニケーション遅延
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2. 品質リスク - 要件理解の不足による品質低下 - テスト不足による不具合の見逃し

- 品質基準の違いによる期待値のずれ

3. プロジェクト管理リスク -  進捗の可視化不足  -  スコープクリープ（要件の肥大

化） - リソース配分の最適化困難

4. セキュリティ・法務リスク - 情報漏洩リスク - 知的財産権保護の問題 - 法的・規

制上のリスク

5. ビジネス・地政学的リスク - 為替変動リスク - 政治的不安定性 - ベンダーの経営

安定性 - インフラの信頼性

4.2 LandBridge方式によるリスク軽減アプローチ

「オフショアを使っているようで使っていないように見せる」LandBridge方式に

よるリスク対策：

1. コミュニケーションリスク対策 - 日本側で仕様を完全に固める方式の採用  - バ

イリンガルブリッジSEの戦略的配置 - 視覚的コミュニケーションツールの活用

2. 品質リスク対策 -  日本品質の要求を明確化した品質基準書の作成  -  段階的なレ

ビュープロセスの確立 - 自動テスト導入による品質の安定化

3. プロジェクト管理リスク対策 - 日本側PMとベトナム側PMの二重管理体制 - 可視

化ツールによる進捗の透明化 - 小規模な反復開発による早期リスク検出

4.  セキュリティ・法務リスク対策 -  日本の基準に合わせたセキュリティポリシー

の適用 - 明確な知的財産権条項を含む契約の締結 - 定期的なセキュリティ監査の実

施

5. ビジネス・地政学的リスク対策 - 複数ベンダー戦略によるリスク分散 - 為替変動

を考慮した契約モデルの採用 - 定期的なベンダー評価と関係強化

4.3 リスク別の具体的対応策

各リスクに対する具体的な対応策を詳述します：

1. コミュニケーションリスク対策
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リスク 対応策 効果

言語の壁

・バイリンガルブリッジSEの配置

・視覚的な仕様書の活用

・AI翻訳ツールの導入

コミュニケーションエラー

80%削減

文化的差

異

・文化理解ワークショップの実施

・定期的な対面ミーティング

・詳細な期待値の明文化

認識のずれによる手戻り70%

削減

時差問題

・重複する業務時間の確保

・非同期コミュニケーションの仕

組み化

・定例会議の最適なスケジューリ

ング

意思決定の遅延60%削減

2. 品質リスク対策

リスク 対応策 効果

要件理解不

足

・詳細な要件定義書の作成

・プロトタイピングの活用

・要件理解度の確認テスト

要件誤解による手戻り75%削

減

テスト不足

・テスト自動化の導入

・テスト計画・シナリオの日本側

レビュー

・段階的なテスト戦略の実施

本番環境での不具合85%削減

品質基準の

違い

・明確な品質基準書の作成

・品質メトリクスの定義と測定

・定期的な品質レビュー会議

品質基準のずれによる手戻り

80%削減

3. プロジェクト管理リスク対策

リスク 対応策 効果

進捗遅延の早期発見率90%向上
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リスク 対応策 効果

進捗可視化不

足

・リアルタイム進捗管理

ツールの導入

・日次/週次の進捗報告の標

準化

・マイルストーン管理の徹

底

スコープク

リープ

・厳格な変更管理プロセス

の導入

・変更影響分析の徹底

・優先順位付けの明確化

計画外作業の発生70%削減

リソース配分

問題

・リソース計画の共同策定

・スキルマトリックスの作

成と活用

・バックアップ人材の確保

リソース不足によるスケジュール

遅延65%削減

4. セキュリティ・法務リスク対策

リスク 対応策 効果

情報漏洩

・セキュリティポリシーの統

一

・アクセス権限の厳格管理

・定期的なセキュリティ監査

セキュリティインシデント

95%削減

知的財産権問題

・明確なIP条項を含む契約

・ソースコード管理の厳格化

・定期的な法務レビュー

知的財産権紛争リスク90%削

減

法的・規制リス

ク

・現地法規制の定期的レ

ビュー

・コンプライアンス責任者の

設置

・法的リスク評価の実施

法的問題発生リスク85%削減
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5. ビジネス・地政学的リスク対策

リスク 対応策 効果

為替変動

・複数通貨契約の検討

・為替ヘッジの活用

・長期契約での為替条項

の設定

為替変動による予算超過リスク70%

削減

政治的不安定

性

・地政学リスク評価の定

期実施

・複数国戦略の採用

・緊急時対応計画の策定

政治リスクによる事業中断リスク

80%削減

ベンダー安

定性

・財務状況の定期評価

・複数ベンダー戦略

・エスクロー契約の締結

ベンダー問題による事業中断リスク

75%削減

4.4 リスク管理フレームワーク

オフショア開発のリスクを体系的に管理するためのフレームワークを提供します：

1. リスク評価プロセス - リスク特定：潜在的リスクの洗い出し  - リスク分析：発

生確率と影響度の評価  -  リスク優先順位付け：対応の優先度決定  -  リスク対応計

画：対策の立案と実施 - リスクモニタリング：継続的な監視と再評価

2. リスク評価マトリックス - 縦軸：影響度（低・中・高・致命的） - 横軸：発生確

率（低・中・高・確実） - 各リスクをマトリックス上に配置し優先度を視覚化

3. リスク対応戦略 -  回避：リスクの原因を取り除く  -  軽減：リスクの影響または

発生確率を下げる - 転嫁：リスクを第三者に移転する - 受容：リスクを受け入れ対

応計画を準備する

4. リスクモニタリングの仕組み - リスク指標（KRI）の設定と測定 - 定期的なリス

クレビュー会議の開催 - リスク対応計画の効果測定と調整
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4.5 日本企業のためのリスク管理成功事例

日本企業がオフショア開発のリスクを効果的に管理した事例を紹介します：

1. 金融機関の基幹システム開発 - リスク：厳格なセキュリティ要件と規制対応 - 対

策：日本側で詳細設計まで完了させ、開発工程のみをオフショア化  -  結果：セキュ

リティリスクを最小化しつつ40%のコスト削減を実現

2. 製造業のIoTプラットフォーム開発 - リスク：技術的複雑性と品質要求の高さ -

対策：日本側アーキテクトとベトナム側開発チームの混合チーム編成  -  結果：技術

移転を促進しつつ高品質な開発を実現

3.  小売業の基幹システムリプレイス -  リスク：既存システムの複雑性と業務知識

の移転 - 対策：段階的な移行と知識移転プログラムの実施 - 結果：業務中断なくシ

ステム刷新を実現

4. LandBridge方式による大規模Web開発 - リスク：複雑な要件と厳しい納期 -

対策：日本側で要件・設計を完全に固め、ベトナム側で開発に集中  -  結果：「オフ

ショアを使っているようで使っていないように見せる」シームレスな連携を実現

し、納期内に高品質な開発を完了

第5章 AI時代のオフショア開発

5.1 AI技術がオフショア開発にもたらす変革

AI技術の進化がオフショア開発に与える影響を5つの領域で分析します：

1. 開発プロセスの自動化 - AIコード生成ツールによる開発効率化 - 自動テスト生成

と実行の高度化 - コード品質分析の自動化

2. コミュニケーションの円滑化 -  リアルタイム翻訳技術の進化  -  文脈理解能力の

向上 - 非言語コミュニケーションの分析

3. 品質管理の高度化 - バグ予測と早期発見 - コードレビューの自動化 - ユーザーエ

クスペリエンス最適化
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4. スキルセットの変化 - AIツール活用能力の重要性 - 高付加価値業務へのシフト -

人間とAIの協業スキル

5. ビジネスモデルの進化 - 価値提案の変化 - 新たな価格モデル - 新たな協業形態

5.2 AIによる開発プロセスの自動化と効率化

AIツールがオフショア開発の各フェーズにもたらす変革を詳述します：

1. AIコード生成と支援ツール - GitHub Copilot、Amazon CodeWhispererなど

の進化  -  2025年予測：コーディング工数の約40%削減  -  活用事例：定型的なコー

ド生成、ボイラープレートコードの自動化

2. テスト自動化の進化 -  AIによるテストケース生成  -  視覚的UIテストの自動化  -

2025年予測：テスト工数の約50%削減

3. プロジェクト管理の最適化 - リスク予測と早期警告 - リソース最適化の自動提案

- 2025年予測：プロジェクト遅延リスクの30%削減

4. LandBridge方式におけるAI活用 - 日本側での要件・設計におけるAI活用 - ベ

トナム側での開発・テストにおけるAI活用  -  結果：さらなる効率化と品質向上の実

現

5.3 AIによるコミュニケーションの円滑化

AI技術がオフショア開発のコミュニケーション課題を解決する方法を解説します：

1. リアルタイム翻訳と文脈理解 - 2025年予測：日越間の技術コミュニケーション

の精度95%以上 - 活用事例：会議の自動翻訳・議事録作成、技術文書の翻訳

2.  コミュニケーション分析と改善 -  会議の効率性分析  -  コミュニケーションパ

ターンの最適化提案 - 2025年予測：コミュニケーションロスの40%削減

3. AIチャットボットとバーチャルアシスタント - 24時間対応の技術サポート - ナ

レッジベースとの連携 - 2025年予測：一次対応の70%自動化

4. LandBridge方式におけるAIコミュニケーション活用 - 日本語・ベトナム語間

の技術コミュニケーション強化 - 文化的差異の橋渡し - 結果：「オフショアを使っ

ているようで使っていないように見せる」シームレスなコミュニケーションの実現
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5.4 AIによる品質管理と予測分析

AI技術がオフショア開発の品質を向上させる方法を解説します：

1. コード品質分析 -  AIによるコード品質評価の自動化  -  潜在的問題の早期発見  -

2025年予測：バグ発生率の35%削減

2. バグ予測と早期発見 - 過去のデータに基づくバグ発生パターンの予測  - リスク

の高いコード領域の特定 - 2025年予測：重大バグの早期発見率60%向上

3. ユーザーエクスペリエンス最適化 - AIによるUX分析と改善提案 - パフォーマン

ス最適化の自動化 - 2025年予測：ユーザー満足度の25%向上

4. LandBridge方式におけるAI品質管理活用 -  日本品質の要求を満たすAI品質管

理システム - 予測分析による品質リスクの早期対応 - 結果：日本品質とコスト効率

の両立

5.5 AI時代に求められるスキルセットの変化

AI技術の進化に伴うオフショア開発人材に求められるスキルの変化を解説します：

1. AIツールの活用能力 - AIコード生成ツールの効果的な活用 - プロンプトエンジ

ニアリングスキル - AIの出力を評価・修正する能力

2. 人間とAIの協業スキル -  AIとの効果的な役割分担  -  AIの限界を理解した適切な

活用 - AIの出力を統合・洗練する能力

3. 高付加価値スキルへのシフト - 創造的問題解決能力 - ビジネス理解と要件定義能

力 - アーキテクチャ設計能力

4.  LandBridge方式におけるAI時代の人材育成 -  日本側：AI活用による要件定

義・設計の高度化 - ベトナム側：AI活用による開発効率と品質の向上 - 結果：両国

の強みとAI技術の融合による競争力強化

5.6 AIがもたらすビジネスモデルの進化

AI技術の進化がオフショア開発のビジネスモデルに与える影響を解説します：

1. 価値提案の変化 - コスト削減から価値創造へのシフト - AIと人間の強みを組み合

わせた新たな価値提案 - 2025年予測：付加価値型サービスの比率50%以上に
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2. 新たな価格モデル - 工数ベースから成果ベースへの移行 - AI活用度に応じた価格

設定 - 2025年予測：成果ベース契約の比率40%以上に

3. 新たな協業形態 - AIを中心とした新たな役割分担 - グローバル分散チームの新た

な形 - 2025年予測：ハイブリッド型協業モデルの主流化

4. LandBridge方式におけるAI時代のビジネスモデル - 「オフショアを使ってい

るようで使っていないように見せる」価値提案の進化 - AI活用による日本品質とコ

スト効率の両立 - 結果：日本企業の競争力強化への貢献

5.7 日本企業のためのAI活用オフショア開発戦略

日本企業がAI時代のオフショア開発で成功するための戦略を提案します：

1. 段階的なAI導入アプローチ - フェーズ1：基本的なAIツールの導入と効果測定 -

フェーズ2：プロセスとの統合と最適化 - フェーズ3：AIを前提とした開発体制の再

構築

2. オフショアパートナー選定の新基準 - AI技術への投資と活用度 - AIと人間のハイ

ブリッド体制の成熟度 - AI時代のセキュリティ対策レベル

3. 日本企業の強みを活かした戦略 - 品質へのこだわりとAI技術の融合 - 長期的関係

構築の文化を活かしたパートナーシップ - 現場力とAI活用の組み合わせ

4. LandBridge方式におけるAI戦略 -  日本側：要件定義・設計におけるAI活用の

最大化 - ベトナム側：開発・テストにおけるAI活用の最大化 - 結果：両国の強みと

AI技術の融合による新たな価値創造

第6章 日本企業のためのオフショア開発成功戦略

6.1 日本企業特有のオフショア開発課題

日本企業がオフショア開発で直面する特有の課題を分析します：

1. 言語・コミュニケーション障壁 - 日本語の特殊性と英語力の課題 - 暗黙知に依存

するコミュニケーションスタイル - 詳細な文書化の不足
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2. 品質・仕様に対する高い期待 - 「当たり前品質」の概念と明文化の難しさ - 細部

へのこだわりと完璧主義 - 曖昧な要件定義と高い期待値のギャップ

3. 意思決定プロセスの違い - 稟議制度と合意形成の時間 - ボトムアップ型の意思決

定プロセス - 責任の所在の曖昧さ

4. ビジネス文化の相違 - 「空気を読む」文化と明示的コミュニケーションの不足 -

長期的関係性重視vs契約重視の違い - 遠慮と本音の使い分け

5. 変化への適応力 - 計画変更への柔軟性の低さ - 新技術導入への慎重さ - グローバ

ルスタンダードへの適応の遅れ

6.2 LandBridge方式：「オフショアを使っているようで使っていな

いように見せる」アプローチ

日本企業の課題を解決するLandBridge方式の特徴と利点を詳述します：

1. 明確な役割分担 -  日本側：要件定義、設計、品質基準の設定  -  ベトナム側：開

発、単体テスト、結合テスト - 結果：各国の強みを最大化し弱みを補完

2. 「見えないオフショア」の実現 - 日本側窓口の一元化 - 日本品質の担保と海外コ

ストメリットの両立 - クライアントからは国内開発と同等の安心感

3. 文化的ギャップの橋渡し - バイリンガル・バイカルチャルなブリッジSEの配置

- 文化翻訳（Cultural Translation）の実践 - 相互理解を促進する定期的な文化交流

4.  成功事例 -  金融機関の基幹システム開発：日本品質を維持しつつ40%のコスト

削減  -  製造業のIoTプラットフォーム：国内リソース不足を補いつつ納期短縮  -  小

売業の基幹システムリプレイス：レガシー知識の効果的な移転と刷新

6.3 言語・コミュニケーション戦略

日本企業がオフショア開発のコミュニケーション課題を克服するための戦略を提案

します：

1. ブリッジSEの戦略的活用 - 理想的なブリッジSEの要件：技術力、言語力、文化

理解力 - ブリッジSEの育成プログラム - 効果的な配置と役割定義
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2. 視覚的コミュニケーションの強化 - 図表を活用した仕様書の作成  - プロトタイ

ピングの積極的活用 - 視覚的プロジェクト管理ツールの導入

3.  コミュニケーションプロトコルの確立 -  定例会議の構造化（アジェンダ、議事

録、アクションアイテム） - エスカレーションパスの明確化 - 非同期コミュニケー

ションのルール設定

4. LandBridge方式のコミュニケーション戦略 - 日本側で仕様を完全に固めるこ

とによる誤解の最小化 - 標準化された設計書・仕様書テンプレートの活用 - 定期的

な対面コミュニケーションの機会確保

6.4 品質管理と要件定義の最適化

日本企業の品質要求を満たすためのアプローチを解説します：

1. 要件定義プロセスの改善 -  曖昧さを排除した明確な要件定義手法  -  ユーザース

トーリーとアクセプタンス基準の活用 - プロトタイピングと早期フィードバックの

仕組み

2. 日本品質の適切な伝達 - 「当たり前品質」の明文化と共有 - 品質基準書の作成と

合意 - 具体的な事例を用いた期待値の共有

3. テスト戦略の最適化 - 多層的なテスト戦略（単体、結合、システム、受入） - 自

動テストと手動テストの適切な組み合わせ - 日本側によるテスト計画・シナリオの

レビュー

4. LandBridge方式の品質管理アプローチ -  日本側での詳細な品質基準の設定  -

ベトナム側での品質管理プロセスの確立 - 段階的なレビューと早期フィードバック

6.5 プロジェクト管理の日本式アプローチ

日本企業の特性に合わせたプロジェクト管理手法を提案します：

1. ハイブリッド開発手法の採用 - ウォーターフォールとアジャイルの融合 - 日本

的なQCD（品質・コスト・納期）重視の考え方の取り入れ - 段階的な移行と適応

2. 意思決定プロセスの最適化 - 決裁権限の明確化と委譲 - 迅速な意思決定のための

仕組み作り - 変更管理プロセスの効率化
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3. 進捗管理と透明性の確保 - 可視化ツールの効果的活用 - 定量的・定性的な進捗指

標の設定 - 早期警告システムの導入

4. LandBridge方式のプロジェクト管理 -  日本側PMとベトナム側PMの二重管理

体制 - 明確な役割分担と責任範囲の設定 - 定期的な調整会議と情報共有の仕組み

6.6 文化的ギャップの橋渡し

日本とオフショア開発国の文化的ギャップを効果的に橋渡しする方法を解説しま

す：

1. 相互理解の促進 - 文化理解ワークショップの実施 - 相互訪問プログラムの実施 -

文化的背景を考慮したコミュニケーションガイドの作成

2. チームビルディングの強化 - バーチャルチームビルディング活動 - 共同目標の

設定と達成の共有 - 成功の共同祝賀

3. 日本的価値観の活かし方 - 「改善」文化の共有と実践 - 長期的関係構築の価値観

の活用 - チームワークと集団的責任の概念の共有

4. LandBridge方式の文化的アプローチ -  日本文化とベトナム文化の共通点の活

用 - 文化的差異を考慮した役割分担 - 相互尊重と学習の文化の醸成

6.7 人材戦略と組織体制

オフショア開発を成功させるための人材戦略と組織体制を提案します：

1. オフショア開発推進体制の構築 -  オフショア開発推進部門の設置  -  経営層のコ

ミットメントと支援 - 全社的な理解と協力の獲得

2. キーパーソンの育成と配置 - ブリッジSEの育成と確保 - グローバルプロジェク

トマネージャーの育成 - オフショア開発アーキテクトの育成

3. 日本側チームの役割再定義 - 高付加価値業務への集中 - オフショア連携スキルの

強化 - キャリアパスの再設計

4. LandBridge方式の組織体制 - 日本側とベトナム側の組織的連携の仕組み - 人

材交流プログラムの実施 - 知識移転と共有の仕組み
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6.8 ベンダー選定と契約管理

日本企業に適したベンダー選定と契約管理のアプローチを解説します：

1. 日本企業に適したベンダー選定基準 - 日本文化への理解度と適応力 - 日本品質へ

の対応実績 - 長期的パートナーシップへの姿勢

2. 効果的な契約モデルと条件 -  段階的契約アプローチ  -  適切なインセンティブ構

造 - 明確なSLAと品質基準

3. ベンダー管理と関係構築 -  定期的な評価と改善サイクル  -  エスカレーション経

路の確立 - 戦略的パートナーシップの構築

4. LandBridge方式のベンダー戦略 - 「オフショアを使っているようで使ってい

ないように見せる」体制に適したベンダー選定 - 日本側で仕様固め、ベトナム側で

開発実行という役割分担に適した契約形態  -  長期的な関係構築と継続的改善の仕組

み

6.9 変化への適応と継続的改善

日本企業がオフショア開発環境の変化に適応し続けるための戦略を提案します：

1. カイゼン文化の適用 - オフショア開発への「カイゼン」アプローチの導入 - 小

さな改善の積み重ねによる大きな成果 - 全員参加型の改善活動

2. グローバルベストプラクティスの取り入れ - 国際的な開発標準の採用  - 先進的

なツールと手法の積極導入 - グローバルコミュニティへの参加

3. デジタルトランスフォーメーションとの連携 - オフショア開発とDXの統合的推

進 - 新技術の積極的な試験導入 - イノベーション促進の仕組み

4. LandBridge方式の継続的進化 - 「オフショアを使っているようで使っていな

いように見せる」アプローチの継続的改善 - 新技術・新手法の積極的取り込み - 成

功事例と教訓の体系化と共有

6.10 日本企業のオフショア開発成功事例

日本企業がLandBridge方式で成功した具体的事例を紹介します：
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1. 製造業の事例 - 課題：レガシーシステムの刷新と保守人材不足 - アプローチ：日

本側で要件・設計、ベトナム側で開発・テスト - 結果：予算30%削減、納期遵守、

高品質の実現

2. 金融サービスの事例 - 課題：厳格なセキュリティ要件と規制対応 - アプローチ：

セキュアな開発環境の構築と厳格な品質管理  -  結果：規制要件を満たしつつコスト

40%削減

3. 小売業の事例 - 課題：急速な事業拡大に伴うIT開発リソース不足 - アプローチ：

段階的なオフショア移行と知識移転 - 結果：開発キャパシティ3倍増、TTM（Time

to Market）50%短縮

4. LandBridge方式による大規模プロジェクト成功事例 -  課題：複雑な業務シス

テムの全面刷新  -  アプローチ：日本側で業務知識と設計を集中、ベトナム側で開発

を集中 - 結果：「オフショアを使っているようで使っていないように見せる」シー

ムレスな連携を実現し、高品質・低コスト・納期遵守の三位一体を達成

6.11 日本企業のためのオフショア開発ロードマップ

日本企業がオフショア開発を段階的に導入・拡大するためのロードマップを提案し

ます：

1. 準備段階（1-3ヶ月） - 社内体制の構築と意識改革 - オフショア開発の目標と期

待値の設定 - パートナー選定と初期契約

2. 試行段階（3-6ヶ月） -  小規模パイロットプロジェクトの実施  -  プロセスとコ

ミュニケーション方法の確立 - 評価と改善

3. 拡大段階（6-18ヶ月） - 対象プロジェクトの拡大 - プロセスの標準化と効率化

- 組織的な知識移転の促進

4. 最適化段階（18ヶ月以降） - 戦略的パートナーシップの構築 - 継続的改善の仕

組み確立 - イノベーションと価値創造への進化
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第7章 オフショア開発導入ステップガイド

7.1 オフショア開発導入の全体ロードマップ

オフショア開発を導入するための段階的なロードマップを提供します：

1. 準備フェーズ（1-3ヶ月） - 目標：オフショア開発の基盤構築 - 主要タスク：社

内体制構築、目標設定、ベンダー調査  -  成功指標：明確な目標と計画の策定、経営

層の承認

2. パイロットフェーズ（3-6ヶ月） - 目標：小規模プロジェクトでの検証 - 主要タ

スク：パイロットプロジェクト実施、プロセス確立  -  成功指標：パイロットプロ

ジェクトの成功、課題と改善点の特定

3. 拡大フェーズ（6-18ヶ月） - 目標：オフショア開発の本格展開 - 主要タスク：

対象プロジェクト拡大、プロセス標準化  - 成功指標：複数プロジェクトの成功、コ

スト削減目標の達成

4. 最適化フェーズ（18ヶ月以降） - 目標：オフショア開発の高度化と価値最大化 -

主要タスク：継続的改善、戦略的パートナーシップ構築  -  成功指標：持続的なコス

ト削減と品質向上、イノベーション創出

7.2 準備フェーズ（1-3ヶ月）

オフショア開発導入の準備フェーズで実施すべき活動を詳述します：

1. 社内体制の構築 - オフショア開発推進チームの編成 - 役割と責任の明確化 - 必要

なスキルの特定と育成計画

2.  目標と期待値の設定 -  明確なビジネス目標の設定（コスト削減、リソース確保

等） - 定量的・定性的な成功指標の設定 - 経営層の承認と支援の獲得

3. オフショア開発の適合性評価 -  プロジェクト・業務の適合性評価  -  リスク評価

と対策立案 - 組織の準備状況評価

4. ベンダー調査と選定基準の確立 - 市場調査と候補ベンダーのリストアップ - 選定

基準の確立（技術力、文化適合性、コスト等） - RFI（情報提供依頼）の作成と発行
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5. LandBridge方式の準備フェーズ - 「オフショアを使っているようで使ってい

ないように見せる」体制の設計  - 日本側で仕様固め、ベトナム側で開発実行という

役割分担の計画 - 必要なスキルと人材の特定

7.3 パイロットフェーズ（3-6ヶ月）

オフショア開発の検証を行うパイロットフェーズの実施方法を解説します：

1. 小規模プロジェクトの選定 -  適切な規模と複雑性のプロジェクト選定  -  明確な

成功基準の設定 - リスクの低いプロジェクトから開始

2. チーム編成とコミュニケーション設計 - オンショア・オフショアチームの編成 -

コミュニケーション計画の策定 - キックオフミーティングの実施

3. 開発プロセスの確立 - 開発手法の選定と適応 - 品質管理プロセスの確立 - 進捗管

理と報告の仕組み構築

4. 評価と学習 - 定期的な振り返りと評価 - 課題の特定と対策立案 - 成功事例と教訓

のドキュメント化

5. LandBridge方式のパイロットフェーズ - 日本側での仕様固めプロセスの検証

- ベトナム側での開発実行プロセスの検証 - 両者の連携モデルの評価と改善

7.4 拡大フェーズ（6-18ヶ月）

オフショア開発を組織全体に拡大するフェーズの実施方法を解説します：

1. プロジェクト範囲の拡大 - 対象プロジェクトの段階的拡大 - 複雑性と重要性の段

階的向上 - 成功基準の継続的な評価と調整

2. プロセスの標準化 - 開発プロセスの標準化と文書化 - テンプレートとガイドラ

インの整備 - ツールと環境の標準化

3. 知識移転の促進 - 体系的な知識移転プログラムの実施 - ドキュメント整備と知識

ベースの構築 - メンタリングとトレーニングの実施

4. 品質管理体制の強化 - 品質指標の設定と測定 - 品質保証プロセスの強化 - 継続的

な品質改善の仕組み構築
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5. LandBridge方式の拡大フェーズ - 「オフショアを使っているようで使ってい

ないように見せる」体制の全社展開  - 日本側とベトナム側の役割分担モデルの標準

化 - 成功事例の横展開と改善

7.5 最適化フェーズ（18ヶ月以降）

オフショア開発を継続的に改善し最適化するフェーズの実施方法を解説します：

1. 継続的改善の仕組み -  定期的な評価と改善サイクルの確立  -  ベンチマーキング

と目標設定 - イノベーションの促進

2. 戦略的パートナーシップの構築 -  長期的な関係構築と信頼醸成  -  共同イノベー

ションの推進 - 戦略的な協業領域の拡大

3. グローバル開発体制の確立 - グローバル標準プロセスの採用 - 24時間開発体制

の検討 - グローバル人材の育成と活用

4. イノベーション促進 - 新技術・新手法の積極的導入 - 実験的プロジェクトの奨励

- 創造的な問題解決の文化醸成

5. LandBridge方式の最適化フェーズ - 「オフショアを使っているようで使って

いないように見せる」アプローチの継続的改善 - 日本側とベトナム側の役割分担の

最適化 - 新技術・新手法の積極的取り込みによる競争力強化

7.6 オフショア開発導入のための実践的ツール

オフショア開発導入を支援する実践的なツールとテンプレートを提供します：

1. ベンダー評価シート - 技術力、コミュニケーション力、文化適合性等の評価項目

- 5段階評価と重み付けによるスコアリング - 総合評価と意思決定支援

2. リスク評価マトリックス - リスクの特定と分類 - 発生確率と影響度の評価 - 対応

策の立案と優先順位付け

3. コミュニケーション計画テンプレート - コミュニケーションの種類と頻度 - 参

加者と役割 - ツールと方法の定義

4. 品質管理チェックリスト - 開発フェーズ別の品質チェック項目 - 品質基準と測定

方法 - 是正措置のプロセス
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5. LandBridge方式の導入ツール - 役割分担マトリックス - 仕様書・設計書テン

プレート - 品質基準書テンプレート

7.7 オフショア開発導入の成功事例と失敗事例

オフショア開発導入の成功事例と失敗事例から学ぶポイントを解説します：

1.  成功事例の分析と教訓 -  製造業A社：段階的アプローチによる成功  -  金融業B

社：強力なガバナンスモデルの構築 - IT企業C社：アジャイル手法の効果的な適用

2. 失敗事例から学ぶポイント - 小売業D社：コミュニケーション不足による失敗 -

サービス業E社：過度なコスト削減志向による品質問題 - 製造業F社：文化的差異の

軽視による協業困難

3.  業界別の導入アプローチの違い -  金融業：セキュリティとコンプライアンス重

視 - 製造業：品質と安定性重視 - IT/Web業界：スピードと柔軟性重視

4. LandBridge方式の成功事例 -  大手製造業：「オフショアを使っているようで

使っていないように見せる」体制で大規模システム刷新に成功  -  金融サービス企

業：日本側で仕様固め、ベトナム側で開発実行という役割分担で高品質と低コスト

を両立  -  小売チェーン：段階的な移行と明確な役割分担で業務中断なくシステム刷

新を実現

7.8 オフショア開発導入の投資対効果（ROI）計算

オフショア開発導入の投資対効果を計算するためのフレームワークを提供します：

1. ROI計算モデル - 投資コスト：初期投資、移行コスト、運用コスト - 期待リター

ン：コスト削減、生産性向上、TTM短縮 - ROI計算式と評価基準

2. 直接的・間接的効果の測定方法 - 直接的コスト削減の測定 - 生産性向上の定量化

- 品質向上の経済的価値評価

3. 長期的価値の評価 - 戦略的柔軟性の価値 - イノベーション促進の効果 - 人材最適

化の長期的効果

4. LandBridge方式のROI分析 - 「オフショアを使っているようで使っていない

ように見せる」アプローチの投資対効果  -  日本側で仕様固め、ベトナム側で開発実

行という役割分担の経済的価値 - 短期的コスト削減と長期的価値創造のバランス
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付録 オフショア開発リソース集

付録1 オフショア開発ベンダー評価チェックリスト

オフショア開発ベンダーを選定する際に確認すべき重要項目をチェックリスト形式

でまとめました。各項目は5段階で評価し、総合スコアを算出できます。

1. 技術力・専門性 - 技術スタックの適合性 - 開発手法の習熟度 - 業界知識 - 品質管

理プロセス - 技術トレンドへの対応

2. コミュニケーション -  言語能力（日本語/英語）  -  レスポンス速度  -  コミュニ

ケーションツール - ドキュメント品質

3. プロジェクト管理 - プロジェクト管理手法 - リスク管理能力 - スケジュール遵

守率 - 変更管理プロセス

4. 企業基盤 - 企業規模と安定性 - セキュリティ対策 - インフラ整備 - 人材定着率

5. 実績・評判 - 類似プロジェクト実績 - 顧客レビュー - 日本企業との取引実績

付録2 オフショア開発契約書テンプレートと重要条項

オフショア開発の契約において特に重要な条項と、日本企業向けにカスタマイズし

た契約書テンプレートを提供します。

1. オフショア開発契約の重要条項 - 準拠法と管轄裁判所 - 知的財産権の帰属 - 機密

保持義務 - 納品物と受入基準 - 支払条件と為替リスク - 瑕疵担保責任 - 第三者ソフ

トウェアの利用 - 契約解除条件 - 不可抗力条項 - データ保護と個人情報

2. 契約書テンプレート集 - 基本契約書（マスターサービス契約） - 個別契約書（ス

テートメント・オブ・ワーク） - 秘密保持契約書（NDA） - ラボ契約書（専任チー

ム契約） - SLA（サービスレベル合意書）
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付録3 オフショア開発のためのコミュニケーションツール比較

オフショア開発で活用できる各種コミュニケーションツールの特徴と選定ポイント

を解説します。

1.  コミュニケーションツール比較表 -  Microsoft  Teams  -  Slack  -  Zoom  -

Chatwork - Jira - Confluence - GitHub - Figma

2. ツール選定のポイント - 日本語対応レベル - セキュリティ基準への適合性 - 時

差を考慮した非同期コミュニケーション機能  - 既存の社内システムとの連携可能性

- オフショアベンダー側の使用経験と習熟度 - モバイル対応

付録4 オフショア開発の品質管理フレームワーク

オフショア開発における品質確保のためのフレームワークと実践的なツールを紹介

します。

1. 品質管理の3つの柱 - プロセス品質 - 製品品質 - サービス品質

2. 品質管理ツール - SonarQube - Selenium - JUnit/TestNG - Jenkins/CircleCI -

Checkstyle - OWASP ZAP - Redmine/Backlog

3. 品質管理チェックリスト - 要件定義フェーズのチェックポイント - 設計フェー

ズのチェックポイント  -  開発フェーズのチェックポイント  -  テストフェーズの

チェックポイント - 運用・保守フェーズのチェックポイント

付録5 オフショア開発関連の業界団体と認証

オフショア開発に関連する主要な業界団体、認証制度、標準規格を紹介します。

1. 国際標準・認証 -  ISO 9001（品質マネジメントシステム）  -  ISO/IEC 27001

（情報セキュリティマネジメントシステム）  -  CMMI（ソフトウェア開発プロセス

成熟度モデル） - ITIL（ITサービスマネジメント） - PMI/PMP（プロジェクトマネ

ジメント）

2. 業界団体 - JISA（一般社団法人情報サービス産業協会） - VINASA（ベトナムソ

フトウェア協会） - NASSCOM（インドのIT・BPO業界団体） - PSIA（フィリピン

ソフトウェア産業協会）
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付録6 オフショア開発の参考文献とリソース

オフショア開発に関する書籍、ウェブサイト、研究論文などの参考資料を紹介しま

す。

1.  書籍 -  『グローバル開発チームマネジメント』  -  『オフショア開発成功の法

則』 - 『アジアIT人材活用ガイド』 - 『The Art of Distributed Development』 -

『Managing Global Software Projects』

2. ウェブサイト・ブログ - JISA オフショア開発ポータル - IPA グローバル開発リ

ソースセンター - Offshore Development Journal - Global Tech Hub - Asian

Tech Trends

3. 研究論文・レポート - 『2025年アジアIT市場予測』 - 『日本企業のグローバル

IT戦略』  -  『オフショア開発の経済効果分析』  -  『Global  Software

Development  Challenges』  -  『Distributed  Agile  Development:  Best

Practices』

付録7 オフショア開発用語集

オフショア開発で頻出する専門用語の解説です。

オフショア開発（Offshore Development）

ニアショア開発（Nearshore Development）

オンショア開発（Onshore Development）

ブリッジSE（Bridge SE）

ODC（Offshore Development Center）

BOT（Build-Operate-Transfer）

フィックスドプライス（Fixed Price）

タイム&マテリアル（Time and Material）

SLA（Service Level Agreement）

KPI（Key Performance Indicator）

エスカレーション（Escalation）

カルチャーフィット（Culture Fit）

フォローザサン（Follow-the-sun）

ベンダーロックイン（Vendor Lock-in）

TCO（Total Cost of Ownership）

アジャイルオフショアリング（Agile Offshoring）

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 
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デブオプス（DevOps）

PoC（Proof of Concept）

MVP（Minimum Viable Product）

おわりに

本ガイドでは、日本企業がオフショア開発を効果的に活用するための包括的な情報

を提供しました。特に「オフショアを使っているようで使っていないように見せ

る」LandBridge方式の特徴と利点に焦点を当て、日本側での仕様固め・ベトナム

側での開発実行という役割分担の効果を詳述しました。

2025年に向けて、オフショア開発はコスト削減の手段から、グローバルな人材活

用と技術革新を促進する戦略的アプローチへと進化しています。AI技術の進化、働

き方の変化、グローバル競争の激化など、様々な要因がオフショア開発の重要性を

さらに高めています。

日本企業が直面するIT人材不足の課題に対して、オフショア開発は有効な解決策と

なります。しかし、その成功には適切な戦略、プロセス、人材、パートナーシップ

が不可欠です。本ガイドで紹介した知識とベストプラクティスを活用し、御社のオ

フショア開発を成功に導いていただければ幸いです。

LandBridge株式会社は、日本企業のオフショア開発を成功に導くパートナーとし

て、豊富な経験と専門知識を提供しています。本ガイドの内容についてさらに詳し

く知りたい方、具体的なオフショア開発の相談をされたい方は、お気軽にお問い合

わせください。

© 2025 LandBridge株式会社 All Rights Reserved.
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• 
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